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船 吉 俊 充
NaCl型単結晶は,他の金属結晶に比べて大きな単結晶を得やすく,その物理化学的性質に
ついて数多く研究されてきた｡しかしNaCl型単結晶の光弾性係数の研究はきわめて少なく,
また縞次数で約 1/20を越えると破壊し,測定が困難である｡ そこでこのような微小変化を
精度よく測定するための装置の試作とこれを用いて応力-複屈折の挙動を調べることが目的で
ある｡
Fig.1は測定装置の光学系と電気系のBrockdiagramである｡ 測定方法として微小複屈折
量を縞移動に換算できるバビネの補正器を用い,その縞移動を正確に読みとるために光学的零
位法を採用している｡この装置の特長として,単色光を光学 chopperを用いて交流に変換して
いること,バビネの補正器による干渉縞をbi-prism で3分割し,それぞれをフォトトランジスタ
PTRl～PTR3に入射し,PTRlとPTR3の出力をDiFFAMPに入力することで, 縞
移動を微分的に捕えていること,そのときPTR2で干渉縞の位置を求めると同時に, 不感帯
部分を取除いていること,またDiFFAMPの出力変化をLock-inAMPで測定しているこ
となどである｡これらにより散乱光や振動によるノイズが除去され,精度も従来より可成 り向
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